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參
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こ.れ
^ '

新
ム
い
方
法
の
殆
ど
：
 

す
べ
て
'
‘を
網
羅
し
て
、

こ
れ
を
經
濟
分
析
諸
部
門
の
例
に
適
用
し
つ
つ
き 

、
わ
め
.て
平
易
明
快
に
解
說

)

て
い
る
。
：
^
た
が 

に

紹

介

う
' ^

す
れr

は
い
き
私
い
數
式
の
：羅
列
に
お
わ
る
お
.そ
れ
が
あ 

り
、
そ
れ
ょ
り
は
直
接

： 1..

讀
さ
れ
.る
こ
'と
を
希
望
す
々
方
が
氣
が
利
い
て 

:

い
る
ょ
う
；に
思
あ
れ
る0

で
、
：：ど
こ
セ.は
非
數
學
的
な
序
諭
の
部
分^
,
要
':
'
'
:
. 

約
0

て
紹
介
^ .

代
.え
る
こ
と
と
す
る® 

■

ン

?
-
-
.
.
. 

.

.

. 

.

.

.
I 

.

. 

.

:.
.
.
.
.
:
.
.
.

.

.

.

.

.-0

•テ
イ
シ
ト
ナ
ー

.『

ェ
'.ロ. 
ノ
メ
ト'リ
ク.■
ス』

.■ 

■

X

';:
-

經
濟
學
と
計
量
經
濟
學
：,「

广
^

計
量
經
濟
學
は
：經
_

學
の
.一

股
分
野
に
：於
て
藪
^

を
獲
得
1>
、':
:
-
ま
た
:̂

&

の
諸
定
理
を
檢
證
す
る
た
。め
數
理
經
濟
學
と
統

.

:

ブ
計
敷
的
手
續
音
經
濟
資
料.ゆ
適
用
す̂

」

と
：か
ら
な
づ
；て_い
るn

數

理

經
. 

へ
：.濟
學
は
經
濟
理
論
支̂

}

^

裏

化

.1

.
->
.
ま

た

特

定

の

截

礎

的

^

^

な 

' :
'

ぃ
'
し
公
理
か
：

』

徽
學
的
に
種
々
の
朦
濟
關.保
式
を
導
出
わ
る'
も
(0

;

で
ぁ 

,
0

愚

_

兄
ぼ
效
用
極
大
：の
.-
|
1
1提
か
ら
家
計
の
需
耍|
1
數
が
、
：.利

麗

大

か

、 

ニ
.
：ら
淦
蒙
の
需̂

^

^1

數
I

導
か
れ
.

る
。：：；

經
濟
理
諭
は
漣
濟
讷
現
實
の
特.

"

定
^

|

£

を
再
現
サ
る
よ
：

5

な
模
型
を
構
成
す
る

:̂
^

は
^

.

.
ゥ-

丨
パ
：

丨
の
缠
想,
型
；
と
い.つ
：た%:
;

の
で.
あ
る
.

が
計̂

こ
..れ
ら
を
數
値
的
に
定
_ , 

式
化
し
、
統
計
學
的
に
檢
定
；し
て
模
型
が
充
分

'
な
も
の
で
あ
る
か
.

否
か
知.

■

る
こ
：と
：.^
可
能
に
す
る,«
树
え
味
グ
ィ
^
ズ
琎
論
に
と
う
て
重
要
な
勞
働 

:

〉

供
給
量
が
、

：

實
質
賈
銀
ど
貨:m
賃
銀
と
の
何
れ
に
依
存
す
る
.か
と
い
う
問 

■/
，
題
は
充
分
办
資
料
さ
ぇ
あ
れ
ば
統
計
學
的
方
法
に
依
つ
て
ど
の
供
給
函
數 

..を

.推
定
1.
;そ
^-
亦
假
說
と.
1
.
.
.

致
す
る
か
否
が.を
檢
定
.す
る
こと
に
よ
：つて 

:

-^:

次
る
.こ
と
.が
で
ぎ
る0:
%
し
模
型
が
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
と
わ
が
れ

； 

ば

-.
机
に
前
期.の
賃
銀
、.，物
價
を
含
ま
せ
て
動
的
模
型
を
構
既
す
る
こ
と

' 

が
試
み
.ら
れ
るこ.
と
も
あ
り
う
る0
L兀
來
數
理
經
濟
學
ど
非
數
學
的
經
濟
ブ 

し
峯
と
の
間
に
本
質
的
な
相
違
は
な
ル
。

.パ

.丨
■ト
ラ
'/
ド」

ッ
：セ
ル
：が
明 

■
分
に
し
て
：い
る
よ
う
：に
.數
學
似
論
理
學
の.一
形
式
に
す
ぎ
众
い
か
ら
セ
あ
：

''
'
..
る
。
：多
く
の.經
濟
理
論
は
ま
づ
女
學
的
に
定
式
化
さ
れ
し
か
.る
後
'に
數
學
：

の
と
上
ば
で®

述
令
れ
る
。
そ
の
最
も
よ
い
例s
er
Y .
v

x
 

ヶ
ィ
ン
ズ
自
身'が
非
數
學
的
に
述
：ベ
た
も
の
を
多
X

:の
數
理
經
濟
學
者
抓

-

-

.

•,

ハ
.
：

.
：
/
'
、
■

'
-■
■
■ 

.
1

:

へ
六
五
：
.

(

七
ニ
五y

.

:



う
：V: H

由
.

學
會
雜
截.'.
v* :

數
學
式
の
か
た
ち
に
矩
式
化
し
な
お
し

.た
結
果
、
菽
礎
と
な
る
諸
假
說
が

り_

_

_

€
;-
!蒐

派1::

理
論
■

黌

を

：靈

明

瞭

_

_

歲

る
よ
う
に
な
つ
た
-o

マ
ル
ク
ス.
や
べ
I

ム
パ
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
非
數
學
的 

:

經
濟
學
渚
の
：

#

i
;

で

沐

同

樣

に

办

そ

办

骗

識

：や
：理
篇
の
、限
晁
を
知
海

'
,

.

に
は
數
學
的，に
述
べ
る
方
が
有
利
で
あ
る
。
例
え
ば
べ

I
ム
の
p
g
#-̂
の 

闩heory of C
a
p
i
t
a
l

よ
り
は
そ
れ
を
稗
定
式
化
し
た
ゥ
ィ
ク
セ
ル
の 

.

.:

「

懷
値
、^
本
お
-̂

於
地
代」
：
:0
^
が
1
;1
姻
利
：で̂

る
”
;̂
'

5 
メ：

.

一' 

へ
：
，
ず

べ

、

.て
め
蟹
濟
理
論.は

簿

.っ
：'#
セ
本
り
、
：：
4

^
-~
7
-厚
肜
經
濟
學# 

;;諸
命
歐
は
所
與0-
-社

-#
目
標
|-
對
^
で
ー
久
竿̂

名̂
諸
賛
顧
鬼
预
想
袖̂ 

使
用
す
る
し.か
た
を
.取
极
う
-°
-.こ
の

■目
標
は
規
範
的
なも
の

'で
あ

り:'
i 

記
の
諸
命
題
は
こ
れ
に
條
件
づ
，け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例

え

ば

「

㈱ 

ィ
税
を
引
下
げ
る
こ
上
：は
峙
定

.の
諸
條
种
の:^
^
は
國
民
所
得
を.增
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、
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を
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す
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。
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激
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あ
各
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0
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各
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の
需
耍
彈
カ&
係
數
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界
粮
費
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:
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....
限
界
^-
產
カ
等
が.こ
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^
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、
へ

：

こ
‘れ
.：b'
:
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^
ラ
._:
メ
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.
.'̂
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を
推
定
す
..： 

名
，
と
は
い
經
驗
的
經
濟
簧
激
が

f

多
く
め
構
造
關
係
の

：

交
互
作
用
の 

>結
果
で
：あ
る
と
い.齋

情

箭

つ

て

、.

」

困
難
#
仕
事
で
あ
々
、
.ふ
た
が
つ 

で

少
'.
<
と

.4
原
則
的
.に
我

.々枕
方
程
式
體
系
：を
极
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
：
わ
ず 

ー：か
：に
例#
の
瘍
裔
に
：め
み.單
4
0汸
程
式
を
扱;5
こ
^:
に
な
る
。
.
も
し
科 

«

が
注
物
や
物
理
學
に¥

る
如
く
經
濟
學
迄
於.て
も
^

^

行
う
こ
と
一 

が
で
き
る
も
の-な
ら
ば
、
我
々
は̂
定
の
_
數
.

(

例
え
ば
I
W耍
商
數
に
於. 

け
る
所
得

〕

を
一
定
に
し
て
お
げ
て
構
造
-|
|
係

式

を

氣
.^
し
、
ま
た
他
の
：

.:

變
數
：

X

例
え
：ば
商
品
價
格

X

を
適
當
に
う
>

」

か
ゎ
て
そ
の
作
盟
硏
究
す 

.る
こ
と
が
で
き
よ
う
け
れ
ど
も
、

....
こ
.の
，.よ
.う
な
實
驗
を
お.こ
.な
う'-
.と
は
. 

不
对
能
で
知
名
か
ら
、

：

も
し
我
々
が
同
時
お
に
作
用
す
る
個
別
的
諸
原
因 

:

を
分
離
し
度
い
ぷ
思
う
な
ら
ぼ
、
相
互
的
關
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
生
、じ

.

’

る
。
：.：そ
し
て%-
;
し
我
ズ
が
經
濟
被
策
に
役
立
つ
ょ
う
な
諸
結
果
を
濞
出
し 

:

た
い
>

漱
う
^

:.
^
>
ば

ノ

置

的

パ

ラ

メ.丨
タ
；•丨
：.の
推
定
.は
永
久
的
重
要
性 

.を
も
つ
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
政
府
が
！

f

渉
し
て
商
品
.の
供
給
量
を
固
定 

.
す

る

と

き
''

ご
ガ
政
策
の
效
果
は
需
要
函
數
の
：特
定
の
パ
ラ
，メ
ー
タ
ー
例 

..

ぇ
ば
需
要
彈
カ
性.に
使
存
す
石
。,；'こ

の

ば

ぁ

ぃ

、
ク

ー

ル

ノ

 

！
、4

丨
シ
ヤ 

ル
そ
の
他
が
行
っ
た
ょ
ぅ
に
需
要
彈
カ
性
の
理
输
的
概
念
を
發
展
せ
し
め

.る
こ
と
が
一
つ
の
仕
事
で
あ
る
が
他
方
、

1

九
.ニ
〇
年
か
ら
一
九
四
三
年
‘. 

め
期
間
、
合
衆
國
に
於
け
る
農
產
物
の平
均
的
需
要
彈
カ
性
は
-

-0.123.
「 

で
あ
る
.こと
、
卽
ち
矶
の
罾
罾
に
し.て"ひ
と
し
；げ
れ
ば
農
^
物
價
格
の
：
 

一
:■ 

パ
l
-f
e
i
vト
の
增加
は
農
產
W -
の
總

需

耍

最

を

略

々

0.123.

パ
ー
セV
K
: 

減
少
せ
し
め
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
：

.こ
こ
に
得
ら
れ
た
結
， 

果
は
農
產
物需
要
が
非
彈
カ
的
で
.

あ
る
と
い
ぅ平
生

の

推

測

を

證

據

づ

け

.
 

る
こ
と
に
な
る
か
ら純
粹
經
濟
學
者
にと
つ
て
も
確
か
に•興
味
め.も
て
る
.
. 

:
こ
と
で
あ
る
：が
、
..
;
-
-そ
れ
と
同
時
に
經
濟
政
策
學
者
に
：

.と

.つ
、て
も
農
產
物
需
い 

耍
に
關
す
る
か
ぎ
り
農
產
物
債
胳
の
騰
落
が
與
え
る
影
響
に
つ
い
て
お
し

.
: 

'え
る
と
と
ろ
が
知
る
と
い
ぅ
意
ゆ

-^
興
味
深
い
？.例
え
ば
政
府
が
：現
行
償
. 

格
が
ー
0
パー

七
ン
1>
'
增
し
杞
農6

|
裕
を
诠
定
す
る
こ.と
^

決

め

た 

.

;と
^
そ
.の
需
要
量.が
略
々.1

。ハ
，}
.セ
シ
ト
滅
少
す
る..こ：と
^
齋
期
し
ぅ
る 

ぃ
わ
：げ
'で
，あ
'る
。
'
と
の様
に
し
て
我
々
は
或
る
場
合
に
ば
農
家
：の
t
る
利
得 

:に
比
じ
：て
農1
1
#消
費
の
髁
少
が
間
題
に
な
ら
ぬ
.程
度

で

あ

り
;,
-
'
>
;
政

策

味 

;■
有
效
で
あ
る
と
か
、
'東
た
は
®

^
消
費
の
減
少
が
國
按—*
般
：の
健
康
ヒ
：
 

_し
有
#:
な
.結
嚴
.を
も
た
.ら
す
と
か.を
判
定
_す
:?
>
こ
，̂
.が
^
^;
,る
。
.こ
め
.
^
.
に
.，
. 

.も
备
種
の
政
策
目
的
が
_
互
唤
矛
猶
本
る̂
本

が

萧

さ

牧

て

.い

る

:0
.經

濟
.:
.' 

:藥
お
ょ
び
計
量
經
濟
學
は
こ
れ
ら
養
習
目
的
を
も
勺
具
體
駿
策
の
選

( 

へ
擰
に
何.ら
寄
興
し5/
;
か
4:
の
で
は
な
い
：け
れ
ど
'%
、
へ
計
量
經
濟
學
：は

あ

0;
-: 

■.
'

，

ベ

ぎ#
植
政
策
を
裸
州
じ
だ
際
の
賴
來
を
數
値
：の

.が
，
た

ち

：
で

推

定

ず

る 

，の
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

,
■'
計
量
經
濟
學
ぱ
ま
た
：
—1
統
計
的
經
澈
學

」

へ
ど%:
篇

さ

れ

從

ぼ

な

ら

.ば

. 

い
。
統
計
的
經
濟
學
は

(

例
え
ば
ミ
ッ
チ

’ユ
ル
の
如
く

〕

經
濟
理
論
、
の

.使

'

一.
<J
i
.
.
^
.
'
-:
>
fi/
;

-K
:
.
ナ
：{
--

3 .
.:

コ
：
ノ.
メ
.
-.ト

リ
■ /;

ス
.

』

.

.
':
.
.■■
'
’
.
：

.

:

用
を
避
け
て
.經
濟
資
料
そ
れ
自
身
の
統
計
的
要
約
を
提
供
す
る
こ
と
を
主 

張
す
る
の.P

あ
る
が
、.
こ
の
ょ
ぅ
な
手
續
が
實
‘り
多
き
も
の
で
あ
る
か
否 

_

か
、
：
い
や
そ
れ
が
対
能
で
あ
冬
か
ど
ぅ
か

.

で
さ
え
疑
問
で
あ
.

る
。
最
も
制 

-'
.度
學
派
的.な
考
え
を̂

つ
統
計
的
經
濟
學
者
の
研
究

.
で

す

ら

そ

.の

底

に

何 

ら

か
.

の
理
諭
晚
諸
觀
念
を
.

ひ
そ
農
せ
て
い
る
。
卽
ち
資
料
の
選
锘
な
ら
び 

:

に
% .
.

0 '

編
成
等
は
た
と
え
明
ら
さ
ま
に
述

'

べ

：ら

れ

て

い

：な

く

て

-%
、

何

ら 

か
の
種
類
の
一
.

般
槪
念
も.し
く
は
理
論
を
內
藏
し
て
い

.

る

も

の

.で

あ

る
:
'°

; 

.■

計
量
經
濟
學
は
統
計
的
經
濟
學
者
の
極
端
な
非
理
論
的
經
驗
主
義
と

i

 

粹
1—
:經
濟
學
者
の
非
經
驗
的
理
論
構
成
と
仪
中
間
的
位
置
を
代
表
し
て
い 

M 

%

 

.
_
計
量
經
濟
學
者
は
.
資
料
の
览
集
に
ょ
0

:
て
分
析
の
促
を
與
え
て
ぐ
れ 

.

，た>
 

ゾ

ネ

ッ

ッ

、

ボ

！

レ

丨

-:
--
ス 
>

 

ム.
デ
等
の
開
拓
渚
的
業
績
に
：は
深
く 

。
感

謝

せ

ね

ば

な

ら

な

い
-°

し
か
じ
貧
料
そ
.

の
も
の
：の
知
で
は
充
分
で
な
い

. 

の
で
あ
り
、
.

そ
れ
ら
は
理
論
に
：上
つ
：
て
解
釋
さ
れ
、
，
分
析
さ
れ
ね
ば
な

^

'
 

ぬ
の
で
あ
る
。’ 

'

■■
-

.

,
■■
.;
■

;

.

迤
論
お
ょ
び
計
量
經
濟
學
め
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
に
鄴
す
ゐ

^

.'
■

經
濟
學
者
の
嫌
悪
は
、
：リ
社
會
科
學
に
法
則
は
存
枉
し
な
：い
、
.或
は
あ
つ
だ 

に
し
て
も
き
わ
め
て
短
命
な
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
と
い
ぅ
考
え
に
基
い

.

.

.て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
異
議
に
も
一
片
の
，眞
理
は
含
ま
れ

.
て
い
る. 

..妗
1.
-
-で

% .

計
量
經
濟
學
者
は
こ
れ

』

を
誇
張
す
る
こ
ぃ
と
：の
な
い
よ
ぅ
に
注 

意
电
ね
ば
な
ら
散
い
ヤ
法
測
の
液
在
に
對
ず
を
同
じ
異
議
は
自
然
科
學
に 

，：
：於

て;-
%
稱
兔
3

る
.の
妒
あ
り
、
：
：

.
こ

が

は

時

藤

納0
:
1
.皱
問
題
ど
呼̂ ̂

•

て
い
る
。

た
し
ダ
钇
安
宠
し
允
法
則
の

^

!

に
對
す
る
反
對
は
自
然
科
學
：
 

;
,
に
聚
げ.る
ょ
り
私
社
倉
親
學
^

於

：て
の
方
が
有
利
で
あ
各
け
れ
め
も
、
結

.

.

六
七
•
ハ七ニ七し



:

-'
■
. 

學

會

雜

認;-
.
'
:第
吗
十
通
卷
：

：：

第

十

輿
：
；
.
..
,
;
;
;
;
べ'
:
:
'へ
：
：て
.

.:
'

^

局
广
計
馓
經
濟
學
ゃ̂

^

で

知

及

贫

當

性

を

も

づ

だ

麗

的

餐

^

式

.'

の

實

體

を

得
^>
:

れ
.る

こ:>
-

め

：
.み

が

奮

的.な

制

度̂
^

者
_

|

學
派
の
：ー
 

V

追
隨
審
達
0
:
主

張

を

靈
1>
: 5

名
の
で
ぁ
る。
：
::
'

/ 

.
^
v 

ぃ
計
量
經
濟
舉
が
熱
驻
的
な
訃
量
經
濟
學
者
に
戈
づ
て
谗
に
誇
張
^
て

語

:: 

:ら
托
た
な
と
が
坎
い
乏
は|
: ^

な
い
。.
：計

量

經

濟

擧

は

經

濟

學

麗

の

有::: 

J:
f
1

-/
i;

一一
 

方
.

ば
が
る
：
^

た
t

が
に
經
濟
# :

の
諸
^ '

理
を
檢̂

す
る
；に 

適
1

た
：唯
.ー: 0

も
.の
で
は
众
い
て
例
え
ば
そ
机
：は
經
濟
發
展
の
_

問

題

す

：：

:
:

办
わ
ち
資
本
主
義
制
度
の
起
滿
と
か
進
展
等
を
明
れ
ぬ
ず
务
ガ
は
身
お
め
玲
入
：
 

て
傲
が
し
が
も
つ
て
：い
な

V

。

こ
の
ょ
ぅ
な
と
き
に
は
歷
史
學
的
研
究

.

の

： 

-

方
：が
於
名
か
匕
實
サ
豐
か
で
ぁ
り

(

'

^

た
經
濟
制
度
の
：研
究
、
：
特
私
經
濟

.

：
.-. 

活
動
0

法
制
_

ひ
硏
究
も
經
濟
學
硏
_

ぅ

豪
_

め
：
て

甯

藥

：：.

だ
 

« ■

で

ぁ

る

。

M
0
M
.
勢

働

組_

.

々
：
の
：
制

度

學

派

隊

硏

您

ば

我

々

)

に
;;
-
一 

こ
水
ら
の
親
象
の
本
質
^

^

察

せ
' 1
>

:

め
3

た
敗
え
ら
：？
^

社
會
.

€

^

:定
：の
-'
'

.
-:
:
'

( 

:

經

濟

的

籍

を.

理
傭
ずr

J

i

: %
'

得
し
.

め
名
。
ぃ
と
め
よ
う
に
計
量
經
既
學

■ >
, 

は
經
濟
學
硏
究
办
束
法
ど
^
て
獨
占
的
な
位
置
を
主
張
す
义
わ
げ
に
は
唤 

.か
な
い
の
で
ぁ
る
が
顧
濟
學
の
諸
锘
理
を
經
驗
的
資
料
に
ょ
つ
て
檢
證
す

6 

る
こ
と
に
つ
い
.て
は
靡
卷
な
優
越
性
を
も
つ
て
い
る

© .

で
お
る
。

.
:
'
.く.
.髮
風
經
濟
摩.と
.統

計

學
::
-!

.::
'
.
.
:
. 

■

.へ
：
；

y
:
.
:

'...へ.
,
、
'
：
'
:

統
計
學
、
將
ぬ
近
诉
統
計
理
論
棘
計
量
邏
濟
學
に
と
为
て
永
久
的
な
重

' .
:
.
, 

,
要

性

を

も

：
つ

。

¥

ム
.
>
' リ
：ン
グ
の
：統
計
的
方
法
：は
ま
づ
計
&
經
濟
學
的
硏
ツ 

究
め
_

材

无

石

資

廣

の

寬

書

被

立

；っ
: 0

で

ぁ

ヵ

、
い

さ

ぁ

に

統

計

學

は

«

: 

料
の
信
馮
性
に
關
す
る
觀
念
を
與
ぇ
る
と
ぃ
ぅ
利
點
を
本
っ
て
ム
る
。
：

、
 

六
八
.

(

七
ニ
 

O

. :

ャ
量
經
濟
學
者
は
概
1 .

て
專
門1

計
家
め
仕
事
：で
あ
る
#

^

の
蒐
集
お
よ 

び
そ
れ
に
類
す
る
諸
問
題
に
は
た
ず
さ
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
統
計
資 

料
の
：宽
集
お
よ
5
6
表
示
の
し
か
た
に
つ
い
て
よ
り
多
く
發
言
で
•き
る
こ
と 

は
菌
：ま
し
い0.
:
.特
に
：殘
念
；な
こ
：

- >
-
-
は
甚
礎
寶
料
の
多
く
が
仏
ま
だ
に

f f
^ . 

:'
.
;措

. ®

の
副
產
物
で
あ.る
.こ
.
と
で
あ
る
。
-'
.

:

. 

'

「

近
代
的
統
計
分
析
法
梂
計
量
遞
濟
學
者
迖
と
^

て
缺
べ
べ
か
ら
ざ
る
も 

'.
■

の
で
ぁ
る
、
.
：そ
れ
は
計
量
經
濟
學
の
諸
關
係
式

.が

.
マ
ね
.に
統
計
的
性
質
支 

.

も
つ
..て
い
る
こ
と
に
.+よ
る
。

.

近
代
統
計
學
の
諸
方
法
は
特
に
只

V

.

A
.*

プ
ィ

ッ
5/
ャ
ー
と
そ
の
學
派 

に
よ
み
て
大
部
分
生
物
學
に
於
け
る
實
際
的
使
用

< 0

た
め
に
發
達
し
、
そ 

の
分
野
で
大
な
る
成
功
を
肷
め
て
き
た
：の

.
で
あ
る'が
、':
そ
れ
と
同
じ
一
.股 

:

的
方
法
論
は.し
ば
し
：ば
社
會
§

、

と

ぐ

に

經

於

て

も

用

い

る

.こ 

と
が
で
き
る：。
t

 

■
か
し
：生
物
辱
と
社
會
科
學
と
の
間
に
：は

.一

.つ

の

差

異

が 

あ
る
、
丨
す
な
わ
：ち
經
濟
舉
；に
於
て
.は
天
文
學
や
氣
象
學
に
於
け
る
と
同
樣 

に
如
何
な
る
實
驗
%'

行
:5
-

'

-
と
が
で
き
な
い
。
,:
天
文
學
お
よ
び
氣
象
學
と 

•
い
！

1

つ
€
;
例
は
&
:
の
特
殊|
1

^
社

會

科

學

に

特

有

.
^
_
の

で

な

い

こ

と 

を
示
し‘
て
ぃ
务
。
最
も
古
く
旦
っ
土
し

..が
に
，最
も
成
功
七
女
.自
然
科
學
の 

一
つ
で
あ
る.天
交
學
め
例
を
み
て
も
こ
め
困
難
が
、
經
驗
に
よ
つ
て
充
分 

-
允
じ
：が
め
：ら
扒
る
ネ
ぅ
龙
多
數
の

.經
驗
的
法
則
の
出
現
を
阻
止
す
る
も
の
：
 

>

:

は
が̂

-

と
が
.わ
.が
；る
；。.:'
.し
か
し
乍
ら
生
物
.學
や
農
學
的
實
驗
に
役
± .
.
 

,

つ
こ
と_が
證
明
さ
れ
て
ぎ
た
よ
ぅ
な

^

計
的
方
法0 '

胃
目
な_

用
を
：經
濟 

*

に
於
て
好
ぅ
こ
：と
；は

本

甚

：で
あ
る
。

:

.

.

.

:

こ
の
こ
と
は
長
い
あ
い
だ
多
く
の
計
量
經
濟
學
者
に
認
識
さ
れ
て
い
た

:

が
、.

れ̂
東
_で
..は
よ
.り
M '

い
.苹
續
が
な
か.つ
..tv
た
：め
|-
や
^
.を
傳
ず
あ
ま..

.
り
當
て
に
な̂'
な
：い
方
法
を
用
い
で
说
た
。
：

^

が
ん
瑰
在
で
奴
栽
本
的
問
：
.
.
 

パ

題

を

明

瞭

に

見

り

め

炎

評

敖

經

濟

學
盡

の

努

ヵ

に

よ

：つ
七
我
メ
は
、

,
1特

.：： 

:•
.
•.
.
.に
非
實
驗
的
資
料
を
處
理
す
る
だ
め
に
じ
つ
％

克
ら
れ
た

>

ー
も
：つ
：と
肴
潭
ど 

::

:

:な
諸
方
法
を4 ;
:
っ
.
て
ー
い̂'
.

'
-:
°
.

こ
：れ
ら
：.の
方
法
が
生
物
獸
的
統
計
學
於
し
て 

.

'-

の

逬

代

統

計

理

論

と

歷
0

嚴
礎
概
念'
.
例
ぇ
ば
最
カ|

ぜ
法
、1

ン 

' :

の

檢

垮
.
.
.信

賴

限

馨：

々
を
肩
用
し‘て
い
.る
こ
.と
：

S

强
調
さ
れ.ね
^

.

介
い
が
ノ
し
か
じ
こ
れ
ら
め
方
法
は
杰
は
や
窗
目
的
に
ゴ
ま
た
他
の
分
野

:
 

:
■

' •

で
役
立
ち.ま
た
成
功
レ
た
統
計
.的
手
續
へ
の
谭|

讓

に

よ

つ.ズ
使
用
：：'.' 

パ
.さ
れ
る
の
で
ば
が
い
。

.'.
:
.
'一.
：
- :
y

'-
.
''
:

'

_
.:
.

:■

:

近
代
統
計
學
は
確
^

概
念
に
甚
礎
を
置
い
：て
い
る
。

こ
れ
は
ヶ
ィ
ゾ
ズ 

.

お
よ
び
ジ
エ
フ
レ
オ
の
如
く
信
じ
込
み
の
度
合
と
し
ー
て
確
率
そ
考
是
る
ゆ

.:
-
 

.

ぎ
か
.
た
.と

そ

の

他

の

學

盡

が

と

づ

：て

い

' ?
>

頻
度
解
釋
と
め

」
一.

つ
に
大
別 

さ
れ
、

：：

前
者
ば
最
近
ヵ
ル
ナ
ッ
ブ
に
よ
つ
て
發
展
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
が

V

 

:

■:
.
現
在
の.と
こ
ろ
實
用
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
の
で
我
々
：は

さ

し

あ

た

り

.'
: 

.

:
§

の
み
を
用^ '

て
い
る
が
、
：
こ
の
：し
か
だ

.
で
達
せ
ら
办
る
諸
結
果
が
哲

，
.
.
.

.

•

學
的
な
ら
び
：に
認
離
論
的
觀
點
か
ら
み
て
極
み
て
滿
足
す
べ
き
も
の
一
と
い

.'

.

5 ,

程
の
も
の
.
で
な
い
ど
と
は
心
运
め
て
お
か
ね
ば
な
七
な
'い
。
'
確
率
論:

.

の
薪
礎
に
つ
い
て
は
_

論
が
圃
わ
さ
れ
て
お
り
4 .

後
も
そ
ぅ
で
，あ

.ろ

ぅ 

，が

、
計
量
經
濟
學
に
.'と
つ
へ
て
き
わ
め
-て

盧

荽

な

統

計

的

播

論

の

方

法

に

づ

' 

V

い
て
も
完
全
な
：

1

致
呔
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

。

'

.
'.
.

,

統
計
的
推
論
は
母
集
團
に
關
す
る
諸
結
論
を
ザ
ム
ブ
ル
か
ら
.引

き

出

す

'

■■
•

.

仕

方

.を

取

扱

ぅ

も

.の
：で
あ
り
、
諸
經
濟
關
係
式
は
つ
ね
に
凡
乇
，の

可

能

的

■

• 

' 

- 

. 

' 

• 

• 

• 

• 

'
. 

. 

- 

• 

• 

■ 

-

0

*'

テ
.ィ
.
.ン
>
'
:ナ
.
.
|
:

『

土
.'
.コ'
ノ
.
.メ
.
ト
リ
.ク
メ』

.
''

經
濟
關
係
式
の
無
.限
母
集
團
か
ら
の
サ
ム
プ
ル
と
み
な
す
こ

と
が

で

.
•
き
 

::
■
.

る
。

V

計
量
經
濟
學
者
は
數
値
的
結
果
も
し
く
は
推
萣
値
を
得
る

.た
め
に
.■統 

M 

:
計
的
方
法
を
用
い
る
が
、
.
推
定
値
は
萆
|

の
：撃

(
點
推
定〕

か
ら
な
る 

,

ご
と
％
あ
ひ
或
はi

定
の
確
率
を
も
つ
て.算
出
.さ
.れ
た
限
' #

ハ
區
間
推
定W 

■
か
ら
な
^

こ
：と̂

あ
奴
1
:
計
邋
繳
濟
學
者
は
ま
た
未
知
の.母
集
國
に
.
關

す

，
 

.

る
假
說
を
檢
定
す
石
た.め
に
統
計
的
方
法
を
麻
い
る.が
、
と
の
手
續
は
經 

.
.:
:

濟
法
則
を
テ
ス
ト
し
檢
證
ず
る
の
に
役
立
つ
め
：で
あ
る
。
：：

, '

ン

V 

近
代
の
統
計
的
推
論
は
ラ.シ
：ダ
ム
變
數
の
概
念
：に
基
い
て
い
る
。
こ
れ 

は 

一̂

の
_

_

を
#?

ぅ
特
洚
の
諸
數
値
私
、附
與
し
ぅ
る
ょ
ぅ
な
變
數
で
あ 

り
0

と
こ
で
確
率.と
は
相
對
的
锻
度
の
極
限
と
し
て
理
解
：さ
れ
る

〕

"そ
の 

.

な
い
例
は
サ
ィ.
コ
ロ
の
目
で
あ
る
、
.

サ
ィ
コ
ロ
本
狂
い
が
な
け
れ
ば#.
目
. 

:.
:

■

の
確
率
达
ハ
分
の1
で
あ
る
。

_

.

:

..

.. 

.: '
*

:

統
計
的
推
論
の
は
じ
め
の
問
題
は
：

r

點
推
淀」

で
あ
る
。

こ
こ
で
我

 々

は
未
知
量
の
推
定
値
と
し
て
單- -

の
數
字
を
得
る
。
.統
計
學
者
は
多
く
の 

方
法
.を
用
い
る
が
最
も
重
要
衣

一 ..

1

0

は
最
尤
■簾
定
法
と
最
少
自
乘
法
で 

.

あ
る
。
最
尤
®

定

法

と

は

確

率

密

度

を

極

.：
^

に

す

夺

ょ

ぅ

な

特

殊

な

値
 

.
‘ ■'
.女
推
定
値
と
し
て
擇
ぶ% '
の
で
灰
り
、
最
少
自
乘
法
七
，は
.
擇
ぱ
れ
た
値
か
，

.: .

.

ら
の
偏
差
の.自
.
乘
の
總
和
を
極
少
に
す
る
ょ

^ -

な
値
を
擇
ぶ
も
の
で
あ
，

.

_:て
兩
者
と
も
好
史
じ
い
諸
特
性

.を
も
.
つ
.て
；お
り
、
ま

た

屢

々

同

一

の
推
定 

.

.

.
,値
.を
も
た
ら
ず
。
他
に
も
方
法
は
あ
る
が

.：

1

股

的

で

は

な

い:0
,
 

/
計
量
經
濟
學
者
に
と
づ
て
推
锘
が
大
な
る
重
耍
性
を
も
つ
こ
と
は
明
か 

;
:
.で
、

I

た
と
え
ば
合
®

'

に
於
け
る
農
業
生
產
物
の
需
要
彈
カ
性
に
對
す
る 

’ —
0

.
1

2
a

と
い
：ぅ

账

定

値

は

最

尤

權

定

法

.に
ょ
つ
て
得
ら
れ
る
の
で
あ

*

.

六
-九
.

：(

七
ニ
九〕

.



る
。

’ 

•

峙
^

ょ
0

て
舐
々
は
植
定
蘭_

瓜
で
單
1

^

數
値
以
^

の
ル
の̂

菌

办： 

:
:
:こ
> '
:

が
あ
る
0 :

货
統
許
學
者
は
い.枝
ゆ
各
像
1

^

界
^ :

务
^ ;
€ >
-
:
を
算
出
ず
\. 

:
^ ;

。
；
，
信

賴

限

界

は

- 1

信
賴
係
數
.は
緣
め
選
楚
さ
れ
だ
激
例̂
^

九
'五
バ
|

、
 

セ
ゾ
ト
で
あ
る」

と
い
う
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
る
が
こ
れ
は
次
の
よ
う 

な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
統
計
學
漭
が
九
五
‘パ
ー
セ
ン
ト
の
確

f

を
雄
準 

^

し
て
非
常
に
多
も
の
：情
賴
限
界
电
算
出
す
る
.介
.ら
ば
、舊
^

ら
0 :

限

界

：

」 

は
哲
囘
の
是
九
五
冏
ま
で
眞
の
母
集
團
§
:
値
を
包
含
し
、；̂
囘
だ
げ
眞
，

:

の
母
集0
0 '
^

が
1

0 :
^

に
落
ち
：る
こ.と
へ
に̂

な
ぬ
で
あ
る9
, 

::'
•:
.

ン:
こ
れ
ら.
の
考
え
方
も̂
量
經
濟
舉
に
用.い
.る
.こ
^

が

. ^

き
る
、.
卽
.ち
合 

.
衡

に

於

け

：る

農

產

物

の

襲

彈

カ

性

© ;

霞

限

界

呔

九

五-/
'
?
ィ
：セ

ジ

ト： 

の
確
率
水
準
で
一
0
0
5
2
;
.か
ら1

0
.
1
9
5

 

:

ま
.で
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
.な 

る

。
：.こ

の

敍

述

の

豫

す

る
^

こ
.
ろ

ば
, '

我

々

が

：

「

合

齡

に

淳

ゐ

農
 

霸

債

格
0 -「

パ
ー
セ.
ゾ
：ト
の_騰
貴
は
ニ
十
分/
ニ

乂

セ

^

ト

以

上

逬 

分

ノ

ニ

パ
|

セ
シ-
ト
以
下
の
需
要
滅
會
伴
3 -
.

で
あ
ろ5 ;
;
:
1と
言
ぅ'-
と
.が
：
.
 

.
で
き
る
と.い
う
こ
と
で.あ
る
。
，
信̂
^

數
九
五
パ
：
I:

セ
ブ
ト
と
：い

う

の

は
'
 

玉
の
敍
述
が
首
冏
0 ,
-

ぅ
ち
九
五
冏
芷.し
い
；見
込
を4 -:
っ
'こ
と
を
意
味
し
て 

:

い
る
。';
:
-但
し
こ.こ

で

觀

し.て
お
か
：ね
ば
な
ら
ぬ
の
は

.こ
办
ら'
の
.手
續
め'
.
 

妥
常
性
が-
フ.

V

タ
ム
變
數
の
芷
規
性
と
獨
立
性
に
關
す
る
前
提
に
依
存
し

.
 

て
お
り
、
，
ご
の
前
提
が
經
濟
資
料
に

■
っ
い
て
は
正
當
化
さ
れ
な
い
こ
と
が

■•
-
 

於
.

C
'
A
Q

 

る
と
い
う
こ■と
' で
■あ
る
。

.

.
'
'
'
:
.
.
:
.
.
：

：.
:
.
. 

.

.

V

:統
計
的
推
論
に
：於
て
生
じ
る
他

.の
問
題
は
へ

「

統
計
的
假
說
の
檢
定

」

で
_ 

あ
る
。
統
計
的
假
說
は
：も
ち
ろ
ん
資
料
か
ら
導
出
さ
れ
る
も
.の

で

は

な

,

r b
o

(

七
三
〇〕

■

<-

、
'

そ
れ
は
統
計
的
硏
.究
と
は
獨
立
に
、
例
え
ば
經
濟
师
一
論
的
考
察
か
ら 

生
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ネ
ィ
マ
ゾ
お
よ
び
ピ
ア
ソ
ン
.に
し
た
が
え
ば
假
說 

..
'

-
■
0

_

楚
に
於
て&
1

穑
園
の
過
誤
が.あ
'

る
-,
'
°

第
--
*

0 ;

V:

あ
.：
假
說
を
棄
却
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
.ニ
の
型
は
、
誤
っ
た
假
說
を
棄 

:
.
.却
し
な
い
.
こ
と
で
.あ
る
。

.
'
.
.
.

^

し
^
^
"
:っ
：て
假
說
の
撒
定
は
第
一
型
の
過
誤
の
生
じ
る

■確

率

.

(

有
意
水 

:
' .

尊
と
呼
ば
：れS

:

翼

え

ら

れ

た

と

き

第

一
—*
型
の
過
課
を
同
時
犯
極
少
に 

.:
:

す
る
よ
う
に
立
案
さ
れ
ね
ば

i

な
ら
な
い
。
と.の
よ
：
5

に
し
て
撿
定
を
立
案 

し
た
な
ら
ば
、
次^
有
意
水
取
を
例
え
ば
五
：パ

.
丨
セ
ジ
ト
に
選
ぶ
、
'
こ
う 

' L

て
五
パ
ー
セ
、
ン
ド
以
卞
の
確
率
を
も
つ
た
假
說
は
棄
却
ざ
れ
五
パ

I

セ 

.

ジ
>

以
上
め.確
#

を
も
っ
た
假
說
は
棄
却
さ
れ

.な

.い
の
で
あ
る
。

こ
の
手 

.

續
を
：と
れ
ば
我
.々

は
百
囘
の
う
ち
約
五
個
だ
け
眞
で
あ
る
假
說
を
槳
却
す 

•

る

こ

と

：に

な

る
.°〗  

;
•

-

と
の
特
殊
な
型
の
統
計
的
推
論
を
さ
き
ぬ
あ
げ
た
農
產
物
の
需
要
彈
カ 

.

性

が

栽

々
の
サ
ム
プ
ル
；
に
對
應
す
る
母
集
國
に
於
て
は

I

M

で
ぁ
る
と
い 

.:
■
う

假

說

に

適

用

し

て

說

明

す

る

。
：
こ

：
の

假

說

ば

理

論

經

濟

學

的

考

察

に

基
 

•

い
た
%'
':

の
で
あ
る
と
し
よ
う
。
：
卽
ち
、
他
の
事

^

に
し
て
等
し
け.れ
ば
、. 

.

.
，
農

產

物

價

格

が

.所
興
.の
パ
ー

セ
：

V

ト
だ
け
騰
貴
し
た
と
き
'に
は
そ
れ
と
等 

:
; L

いパ
一
:

セ
ン
ト
だ
げ
の
需
要
減
が
對
應
す
る

0 

'

;

.

こ
こ
で
.我.
.々

は
五
.パ
I

セ
.
ン

ト.
の
..有
意
水
準
を
と_つ
て
ス
テ
ゥ
デ
-ゾ

ト 

■■
'

の
も
檢
定
ど
呼
ば
れ
る
も
の
を
使
用
す
る
彳
先
は
經
驗
的
値

.
C
i
o
.
l
2
co
> 

へ

と
理
論
的
値
.

(
丨

1
>

 

と
の
差
を
標
準
誤
差
^

こ

こ

で

は0

0 -3
4
1
9
0
1
〕
.

で

:
,'
'

t

R..
+

.t
o
5
.
6
5
0
7
:

■ 
'

我
々(：

は
t

分

拖

表

：
で
卽

由

度

ニ. 0

を
も
つ
た
こ.
9
七

を

さ

が-^
ね

ば

な 

::

ら
.な
.い
0
0
自
ff
l

鑛
は
當
該
紙
計分
析
.
の
恶
礎
と
^

つ
て
い
名
獨
立
な
觀
察 

ノ
の
數
と
め
間
に#
定

の

關

係

を.%
つ
て
\ '

る
。

五
パー

セ
'/
'
ト

§

準

サ
 

っ
偏
寒
が
：偶
然
：

に

起

る

も

め

文

す

れ

；
ば

'.
^
は
：§

8
6

 

:だ

け
<0
,太
さ
セ
あ
る.こ 

::

と
が
分

布
表
か
ら
わ
か
'
る
。
我

々
が
經
德

ー

に得
た
t

の
德

こ

れ

：
の士 

.
倍

以

上

で

あ

^

か
ら4

說

七

經

驗

的

結

果̂
め
間
に
；
.こ
れ
程

大

きS

偏

羞： 

が
.偶

然

に
起

る
-

と
は
あ
りノC
ぅ
も
な
い
と結
論
づ
け
ら
れ
る
。

こ

の

ょ

， 

1

に一 :

し
て
眞
.
の
彈

カ

性
が
1

1

.
で

あ

る

と

い

ぅ

假

說
供

，
そ

の假
說
の
成. 

•
.
立

.つ
確

t

が
五
パ

ー

七

シ

ト

以

节

で

知

る

；
こ

と

に

ょ

.つ
て
.
棄

却

さ

れ

ね

ば

"'
:
:

.

.
假
說
檢
定
の
特
规
な
し
か
も
き
わ
め
て
特
別
な
場
合
と
し
て

「

有
意
度 

■:
■
檢
定1

:

が
あ
る
が
、
：
：こ
れ
ば
歸
無
假
說
A

晬
ぱ
れ
る
特
別
な
假
說
を
檢
定
一 

.

す
，る
.
こ
'と

か

ら

：な

つ
：
.

て
..'い
：
る

。
：
：
歸

無

假

說

と

.
は 

■
る
假
m

T'
.
fe

る
。.
.さ
き
の
例
.で
.
-
れ
を
お
こ
な
え
は、
' 

も
は
.
丨P

1
2

S

■を 

0
.
0
S
4

 

1
9

0
1

.
す
.な
わ
ち
.
一S

.
5
9
7
5
.

と
な
る
。

こ
-れ
も
分
亦
费
か
ら
興
え 

-

^ '
.

れ
る
^

の
値
：.
2

|

ょ

り

大

で

あ

る

か

ち

歸

無

假

說

ば

棄

却

备

れ

、
：
：
我

.
，
： 

■ ;

々
抵
五

ー

ー

丨

^

ゾ
ト
輕
意
水
準
に
嚴
て
嬋
カ
他
ゆ
有
嵩
ぬ
零
各
ぬ
異
务
ど
：

_ .

一.

I

日
え
る
。
：

，
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